
 

 

 

  

 

 

３学期も残すところ１週間あまりとなりました。今年度のキャリア教育部の活動や行事もすべての予定を

終了することができました。ありがとうございました。 

今学期は、小学部６年生、中学部２年生、中学部３年生の体験活動がありました。内容を御報告いたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部６年生は、いよいよ迫ってきた中学部への進学を見据えて、中 

学部の作業学習を体験しました。まずは事前学習で「働くってどういう 

こと？」「働くために大切なことは？」「作業学習って何をするの？」と 

いったことを学び、その後２日に分かれて清掃班、園芸班、陶芸班、紙 

工班、リサイクル班の５つの作業班に数人ずつ入り、作業学習の流れを 

体験しました。道具を自分たちでテキパキと用意し、黙々と作業を進める先輩たちの姿に「やっ

ぱり中学生ってすごい！」と感じた６年生。４月からの中学部生活に向けて、貴重な経験となり 

ました。    (小学部６年 森兼) 

第 2 しいのき学園は、就労継続支援 B 型の事業所です。当

日は 2 班に分かれ、概要説明、作業現場や第一しいのき学園

(生活介護)の見学、作業体験をさせていただきました。 

概要説明では、施設長さんからパンフレットをいただき説

明を受けました。見学ではクリーニングに使う大きな洗濯機

や乾燥機に興味津々でした。作業体験では、タオルたたみや

ネジの組立を行いました。生徒は時間いっぱい作業を続ける

ことができました。  (中学部 2 年 舘田)  

２月６日（金）に、「これまでお世話になった品川特別支援学

校をきれいにしよう」というテーマのもと、１日かけて校内清掃

を行いました。これまでに培った清掃技術を生かして、玄関や教

室、美術室などをクラスに分かれて清掃しました。清掃に一生懸

命に取り組んでいる姿に、多くの感謝の言葉を掛けてもらうこと

で、清掃活動の喜びを感じるともに、残り少なくなった学び舎で

の生活に一抹の寂しさを感じる機会でもありました。   

(中学部３年 板倉) 

令和８年 ３月 16 日（月） 

都立品川特別支援学校 

校長 田島 忍 

担当 キャリア教育部 舘田 泉 

 ＜第 6 号＞ 

小学部６年生 中学部作業学習体験 １月 13日(火)､16 日(金)に実施しました 

中学部２年生 就業体験 １月 27 日（火）に実施しました 

中学部３年生 校内実習 ２月６日（金）に実施しました 



5 中旬
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５～７ □（職）出願

15 ★（職）適性検査

6 ★（職）検査日（面接）
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夏季休業中
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★（職）発表、手続き(18、19日。入学確約書提出等）

（知）（肢）出願書類返却

□（職）出願書類返却

★事前相談【本人・保護者】
７月24日（木）、８月20日（水）～22日（金）の指定された日時

（願書配布）7，8

2

★（知）入学相談【本人・保護者】
※グループによって開始時間が異なります。

★（肢）（知）入学許可予定者発表   【本人・保護者】
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12

1
14～１６ ★入学願書提出【保護者】10：00～15：00

★（肢）入学相談　【本人・保護者】

□修学旅行説明会時、入学願書下書き用紙配布。欠席者は生徒を通じて配布。

□本校へ下書きした願書・愛の手帳のコピー提出、顔写真の撮影（各自）

10

□本校から願書、下書きした願書を返却（個別面談時）　→　家庭で願書清書

□（職）本校へ清書した願書提出（写真添付）

□（知）（肢）本校へ清書した願書提出（写真添付）

　　令和７年度　高等部入学までの日程
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　　　★・・・高等部へ行く　　　□・・・提出・受け取り　　

月
知的障害特別支援学校高等部普通科（知）、肢体不自由特別支援学校高等部普通科（肢）

知的障害特別支援学校高等部職能開発科（職）

入学希望調査・事前相談調査

18 ★学校見学日【本人・保護者】

受け取った願書は記入せず、9月1日に担任に提出

冬休み中紛失注意

紛失注意

「小・中学部の今、大切にしたいこと」という視点をもちながら、就業体験の様子や懇談会での
話題などを取り上げてきました。また中学部卒業後の生活をイメージしていただけるよう、関連す
る情報をお届けしてまいりました。
遠いようで、実はそう遠くない「卒後」の生活。子どもたちがどのように社会と関わり、どのように
「自分らしく」生きていくのか...。その姿を少しずつ一緒に思い描きながら、進路を「自分事」として
考えられるような実践と情報提供にこれからも取り組んでまいります。1年間、温かいご理解とご
協力をいただき、感謝申し上げます。来年度もどうぞよろしくお願いいたします。

（キャリア教育部主任 板倉克己）


